
遠隔監視の常識を変える
ポータブルなマルチ防災杭システム

ＭＩＫＡＴＡプロフェッショナルズ

異業種連携コンソーシャム



誰でも使える



誰でも使える

どこでも使える



誰でも使える

どこでも使える

多彩に使える



この杭が遠隔監視の常識を変える



３つの強みで地域の安全を守る

①地面に挿すだけで

②街中から山奥までカバーし

③クラウドでどこからでも監視可能に



コンパクトなのに
まさかの本格派



異業種連携で生まれた
遠隔監視システムの決定版！



情報通信杭とは
通信デバイス、センサー、バッテリーが一体化し
地面に刺すだけで現場の異常を知らせてくれる
ポータブルで高機能な杭

LTE Wifi LPWA 等

通信デバイス

センサー
／チップ

標準
バッテリー

内蔵

映像カメラ

連動一体化

加速度、角度、微
振動、温度、気
体、ＧＰＳなど
各種種選択可

ID：1009 ○○私有林現場９

最大変位 3.6cm
2021:04/21

異常値
観測

現在の杭の状態

現場の写真
変位ログ

複数の杭が地図上で一括表示
異常発生時に色が変わり警告

クラウドビューワーが付属し
ＰＣやモバイルで即監視可能

ドローン等

電池２－５年程度



遠隔監視のボトルネック① 設営の手間やコスト

［従来］ 設営や移転には大きなコストや専門技術が必要

・高額なシステム導入費用

・大型の資機材を持ち込み設営する必要

・専門技術者等の立ち合いが都度必要

⇒結果として導入が限定される



地面に挿すだけ。次世代の地盤防災管理

高感度の加速度センサーが
地面の変動を感知し
地滑りの予兆を警告

複数のセンサー杭の設置で
エリアを面として遠隔監視



挿せば設置完了。常時監視、異常時はメール発報。



グーグルマップ上にセンサーの位置とステータスを表示

各センサーの観測ログと変異グラフを表示



実績例 宮城県 切土工事モニタリング

山梨県 リニア新幹線トンネル工事監視

埼玉県 切削動態監視



幅約２５０Ｍ

設置の例（青梅市根ヶ布スポーツ広場）

センサー （5本～20本）

ゲートウェイ



遠隔監視のボトルネック② 通信環境

山間には通信環境がなく監視データを送信できない

・有線敷設や基地局は高コストで設営も大掛かり

・ＬＰＷＡでは映像監視できない



首都圏でも山間地域は通信がなく、遠隔監視のボトルネックに

ＬＴＥのカバーエリア（西東京周辺）



インターネット
ＬＴＥ又は衛星

ゲートウェイ
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インターネット
ＬＴＥ又は衛星
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200m200m～～500m500m
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通信のない場所でも対応が可能なオプション

①可搬型の
衛星通信基地局

②杭のマルチホップ通信（β版）

通信杭がリレー式に無線でつながり
携帯が届かない山間の奥地でも通信
を可能にし、映像なども送受信できる

③その他の方法

現場事務所等が近い場合は
有線－ゲートウェイの接続が
簡易かつ有効な手法



センサー杭

オプションサービス 「遠隔映像送信」

無線通信を活用し、超高圧縮技術を活用し
現場の高画質映像をリアルタイムにモニター可能

異常確認時に
クリックして
カメラを起動

防災対策室のＰＣ又はモバイル端末

＋
無線カメラ

遠隔からでも現状が
判明し初動が速くなる

※ＬＴＥ、衛星が使用可能な場合。通信杭のホップはβ版のため事前確認必要。

現場の映像を
リアルタイム表示



費用の見込み（概算）

３か月レンタルの場合 ベースセット２００万円～／地区

＋通信費用 （ＬＴＥが届かない場合）

＋オプション （映像、追加電源、機能追加等）

購入の場合 ベースセット３５０万円～／地区

＋通信費用 （ＬＴＥが届かない場合）

＋オプション （映像、追加電源、機能追加等）



今後のサービス展開予定（2023-2024計画）

③地域内の各種インフラの遠隔監視
と管理を一元化

360度の
映像カメラ杭

②ドローン映像で
災害時の初動対応

＋

①３Ｄ映像とＡＲによる遠隔監視、作業指示



防災対応

杭型土砂崩れ検知システム 202１

マルチセンサー
総合防災監視システム

ＳＴＡＧＥ１ ～２０２１ ＳＴＡＧＥ２ ２０２２ ＳＴＡＧＥ３ ２０２３ ＳＴＡＧＥ４ ２０２４

低軌道衛星
との連動

インフラ監視

森林サプライチェーン
管理システム

次世代森林管理
ＤＸシステムの構築

林業機械等
自動化対応

グラップル
2020

ハーベスタ
2021

ドローン自動測量システム

総合遠隔操縦
システム

・山間地自動化支援システム
・山間地通信＆映像環境

山間地リアルタイム
ＡＲシステム

Ｗｉｆｉ－ＬＰＷＡ連動型
広域モニタリングシステム

森林資源のデジタル化
とクラウド連携システム ストックマネジメント

支援システム

杭型ポータブル遠隔監視ソリューションのロードマップ

マルチホップ通信
＆映像伝送技術の連動

カメラ一体型
通信杭

ドローン映像
の送信

静止衛星
との連動 360°カメラ

との連動



事業主体及び体制等につきまして

主要連携企業

モーダルコミュニケーション株式会社 通信機能や基盤の開発

株式会社リプロ 通信杭の製造・販売

株式会社テクノマセマティカル 業務用の映像圧縮技術

エアロセンス株式会社 国産ドローン及び測量・監視システム

山陽商事株式会社 林業／現場製品取り扱い商社

その他 大手通信会社、ＶＲソフト会社、センサー会社などが随時参加予定

事業主体 一般社団法人ＭＩＫＡＴＡプロフェッショナルズ

創業２０１８年６月 代表理事 小坂幸彦

主要事業 ・全国企業の異業種連携による新製品開発や社会課題の解決
・地域産業活性化事業

今回の役割 企業連携コンソーシャムの運営と事業化推進



参考資料



業種を超えた300社の連携で新製品や産業を創出

異業種連携で社会課題を解決する革新技術を生み出す

企業が組むと
革新が起きる

各業界の優れた技術
を組み合わせて社会
課題や潜在ニーズに
対応する製品を開発

「掛け算のパワー」



異業種連携で
新製品を生み出し
全国市場に展開



異業種連携から生まれた

革新製品たちの例

鉄道工事の軌陸車

革新トラック
荷台システム

パドック

荷台が地面まで降り
荷積みと物流の常識を
変えるシステム

無農薬米栽培支援
自動除草機

ときわ製作所

付加価値の高い
無農薬米づくりを
自動化する除草機

2022年イセキと組んで
全国販売開始

各分野の大手企業と開発
連携を行い導入が進む

村田製作所

ＪＡＦ レンタルのニッケン

高知競馬場

ファイバーシート
天井システム

マクライフ

吊り金具不要で地震に
強い革新的天井システム

第二世代の商品を開発中（照明一体型）

林業機械遠隔操縦
システム

山陽商事

世界初のハーベスタを
遠隔操縦できるシステム

現在国の先進プロジェクトに採択され
フォローアップ開発中


